
僕のおばさんはシングルマザーです。

同じお店で 20 年以上働いていて、最近副店長

になりました。でも正社員でもないし、給料も

ほとんど上がっていないそうです。

バイトが来れない時は一週間以上休みナシのこ

ともあると言ってました。おばさんの話を聞い

て、詳しいことはわからないけど、何か変だな

と思ったので調べてみたいと思いました。

この〝僕〟たちが働き手の中心となる頃は、労働力の大幅な減少が
見込まれ、働き方・暮らし方が大きく変わることが予測されています。

中学３年生の男子のつぶやきです。シングルマザーのおばさんの話
から社会への問題意識がひらかれたのは、自分の将来のキャリア形
成のことを考えていたからでしょうか。

鹿児島県においては、就業している女性の非正規雇用の割合は
57,9%( 平成 29 年度就業構造基本調査 ) となっており、〝僕のおば
さん〟の状況にみられることなど非正規雇用労働者の処遇改善は重
要な課題です。

性別にかかわりなくすべての人が個人としての能力が発揮でき、経
済的自立と自己実現につながる多様な働き方の選択が可能であるよ
うに・・・ジェンダー平等で描く〝未来〟を創るために、学校等に
おける男女共同参画・ジェンダー平等の視点に立ったキャリア教育
のさらなる充実が要請されています。


